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１．研究計画の概要 
 本研究はアジア。アフリカにおけるバベシ
ア症の浸潤・流行状況を明らかにし、日本の
輸入検疫体制強化とアジア・アフリカの原虫
病診断技術の向上と普及に貢献することを
最終目的とし、以下の項目について検討を行
う。 
 １）牛、馬のバベシア症に対する血清学
的調査（ELISA, イムノクロマト法） 
 ２）牛、馬のバベシア症に対する遺伝子
学的調査（PCR、遺伝子配列解析） 
 ３）媒介ダニに関する調査（ダニの種同
定、原虫の検出） 
 ４）現地に適した診断・予防法の確立 
 ５）日本の輸入検疫関連機関への適切な
提言。 

 
２．研究の進捗状況 
 この３年間に，南アフリカ、ガーナ及びタ
イでの，バベシア原虫の分子疫学的調査研を
終了し，下記の結果が得られた。 
（１）南アフリカにおける疫学的調査 
 ウシバベシア症に対する遺伝子診断法
（PCR）は、既知の結果と高い相関性を示し
た。しかし、２種類のウシバベシア原虫に対
する血清診断法を実施した所、両原虫間での
交差反応が認められ、新たな抗原を検索する
等の改良が必要である。また、ウマバベシア
症に対する血清（ELISA）および遺伝子
（real-time PCR）診断法では、５０〜６０％
の感染率が認められた。 
 
（２）ガーナにおける疫学的調査 
 ウシバベシア症に対する ELISA 及び PCR に
よる診断では、B. bigemina に対し約６０％の感

染率が認められた。 

 

（２）タイにおける疫学的調査 
 LISA を用いたタイ北部のウシバベシア B. 
bovis 及び B. bigemina に対する感染率は、
それぞれ 78%及び 69%であった。また、北東
部の水牛における Babesia bovis と B. bigemina
に対する感染率は約２０％と２％であった。IFAT
および ELISA の陽性率はそれぞれ１.３％およ
び２.３％であった。 
 
３．現在までの達成度 
 代表研究者らが開発した血清及び遺伝子
診断法を用いて，アジア・アフリカのバベシ
ア原虫の疫学調査はおおむね順調に進展し
ている。しかしながら，遺伝子解析に関して
は若干その遂行が遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究の最終年にあたる２２年度は、中国
において、バベシア原虫の血清及び遺伝子診
断法を用いた疫学調査を実施する。これによ
って，アジア・アフリカのバベシア症の疫学
的データを蓄積する。また、これまでに収集
されたバベシア原虫の遺伝子解析を更に進
め、地域的な多様性や特徴に関する分析を行
う。 
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